
１２頁ふれあい町政懇談会を開催します5頁井内石生さん秩父宮章を受章

１３頁各課からのお知らせ6頁ひと月のアルバム

１４頁休日当番病院・慶弔録１０頁あびら回顧録（昭和４３年１２月編）　　

１６頁元気に大きくな～れ！１１頁こんにちは　保健師です⑥

―目次―

安平町フェイスブック公式ページhttps://www.facebook.com/town.abira

表紙　職業体験学習「安平っ子　トライやる

２ｄａｙ」　ノーザンファーム（１０月１８日）

　

特集「知っていますか広報モニター」２～４頁
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特集「知っていますか？広報モニター」

掲載写真を希望する方に提供するこ

とを裏表紙に表示しています。

郭

駒駒

広報モニターの皆さんの意見を参考に表紙をリニューアル

　今年５月に開催した第１回目の会議において、「表紙」をテーマに意見をいただき、翌６月号

から変更しました。

○表紙に使う写真は大きな方が良い

○特集のタイトルはわかりやすく大きくしてほしい

そのほか、広報紙に掲載している写真を、町民の皆さんに提供してほしいとの

意見があり、皆さんから要望しやすいように、連絡先を表示しました。

特集タイトルを大きく表示

紙面３分の１のサイズから紙面半分

くらいまで写真を使うようにしま

した。

　
平
成
　
年
度
に
モ
ニ
タ
ー
制
度

１９

を
設
置
し
、
現
在
は
、
６
名
の
方
が

広
報
モ
ニ
タ
ー
と
し
て
活
動
し
て

い
ま
す
。
定
期
的
に
集
る
機
会
を
設

け
て
モ
ニ
タ
ー
の
皆
さ
ん
の
意
見

や
提
言
な
ど
を
聞
き
、
話
し
合
い
、

と
も
に
町
民
の
皆
さ
ん
に
親
し
ま

れ
る
、
分
か
り
や
す
い
情
報
の
提
供

を
目
指
し
て
取
組
ん
で
い
ま
す
。

　
広
報
モ
ニ
タ
ー
の
大
き
な
役
割

は
、
毎
月
発
行
し
て
い
る
「
広
報
あ

び
ら
」「
広
報
笑
顔
（
ス
マ
イ
ル
）」

に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
と
同
じ
立
場
か

ら
率
直
な
意
見
や
感
想
を
述
べ
る

こ
と
で
す
。

主
に
次
の
よ
う
な
こ
と
を
し
ま
す
。

○
町
が
発
行
す
る
広
報
あ
び
ら
広

報
笑
顔
（
ス
マ
イ
ル
）
に
つ
い
て
の

意
見
や
提
言
等
を
随
時
ま
た
は

テ
ー
マ
に
基
づ
い
て
町
長
に
提
出

す
る
こ
と
。

○
紙
面
の
改
善
や
親
し
み
や
す
い

広
報
紙
の
作
成
に
向
け
て
提
言
を

す
る
こ
と
。

広
報
モ
ニ
タ
ー
に
な
る
に
は

　
広
報
づ
く
り
に
興
味
の
あ

る
方
で
あ
れ
ば
、
ど
な
た
で
も

な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

選
び
方
　
公
募
ま
た
は
推
薦

任
期
　
委
嘱
の
日
か
ら
２
年

後
の
年
度
末

条
件
　
町
内
在
住
で
　
歳
以

２０

上
の
方

そ
の
他
　
報
酬
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
会
議
な
ど
に
出
席
し
た

際
は
交
通
費
を
支
給
し
ま
す
。

佳

夏

可

嫁

加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加

加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加

嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉

嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉

協
働
作
業
を
目
指
し
ま
す

広
報
モ
ニ
タ
ー
の
特
権

広
報
モ
ニ
タ
ー
と
は

　
広
報
モ
ニ
タ
ー
に
関
す
る
お
問

い
合
わ
せ
は
、
総
務
課
情
報
グ

ル
ー
プ（
緯
影
２
５
１
１
）ま
で
。
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広報モニターの皆さんからひとこと

広報モニターになってみて（３０代　主婦）

　自分が広報モニターになるまで、「広報モニ

ター」というものの存在を知りませんでした。　

　実際、私の周りの人で知っている人は全くと

いっていいほどおらず、活動も知られていない

と思います。

　会議に出てみると、広報について詳しく、ま

たすごく考えていて、他の地域の広報について

調べたりしている方もいます。

　毎月短い期間の中で、少ない人数で試行錯誤

して作成していることを知り、受け身の立場で

見ていた広報を「一緒に作る」という考えを持

てるといいなと思うようになりました。

　もっといろいろな立場の、もっと多くの人の

意見を聞ける場があるといいなと思います。

佳

夏

可

嫁

加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加

加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加

嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉

嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉

広報モニターになって（４０代　会社役員）

　この度、広報モニターになり、早くも半年が

経過しました。

　札幌から安平町に移住して5年、札幌と安平

町の違いを感じつつ、少しずつ生活にも慣れて

きました。

　この機会に、安平町をもっと知りたいと思い

ます。そして住みやすいまちづくりについて私

なりに考えていきたいと思います。

　広報については、私自身、読む場所は決まっ

ていたと感じます。今まで広報はあまり見てい

ない、見ていても決まった場所だけだった方が、

広報全体に興味を持って頂けるよう活動してい

ければと思います。

　町民の方が安平町をどのように楽しんでいる

かなどの声を聞き、「安平町のここが好き」を掲

載できるページがあるといい。

佳

夏

可

嫁

加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加

加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加

嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉

嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉

広報に望むもの（７０代　無職）

　これまで、広報モニターというものを知りま

せんでした。今回も声をかけてもらって、初め

て広報モニターのことを知り、会議に参加して

います。

　ただお知らせを発行するだけでなく、人が集

まるところで宣伝することも広報だと思ってい

て、コンサートや講演会が開催されるときには、

まわりの人に声を掛けるようにしています。

　広報紙等でいろいろな団体の活動状況を紹介

し少しでも応援できるようなことを進めていた

だきたいと思います。

佳

夏

可

嫁

加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加

加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加

嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉

嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉

広報について（７０代　無職）

　去年から広報モニターをしていますが、あま

り活動的でなく、意見を言うことも控えていた。

　今年度は2度の会議に出席していて、いろい

ろなことを質問したり意見したりしています。

任期はあと半年ですが、高齢者にもわかりやす

い広報となるよう、いろいろな場面（懇談会な

ど）で広報についても取り上げてもらえたら…。

　親しみやすい広報は、行政と町民を結ぶ大切

な窓ではないかと思う。特にカタカナ語につい

て、一般化していない言葉は極力使わず、言い

換えがないものをやむを得ず使用する場合は、

説明を入れたり注釈をつけるなど、「町民目線」

を忘れずに。　

佳

夏

可

嫁

加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加

加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加

嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉

嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉

広報モニターになってみて（３０代　会社員）

　子どもが3人いるので、広報モニターになる

前までは子どもの記事を中心に広報を読んでい

ました。第1回目の会議で表紙や掲載写真の無

償提供について話し合って、私たちの意見が広

報紙に反映されたことで、広報づくりに携わっ

ているんだと実感しました。今後もいろんなこ

とを話し合いながら、皆さんと「読まれる広報

づくり」のお手伝いをしたいと思います。

佳

夏

可

嫁

加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加

加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加

嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉

嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉

広報モニターになって（５０代　牧畜業）

　会議に参加して、他のモニターの皆さんの意

見を聞きながら、この声が広報に反映され、よ

りよい広報紙になるのはやりがいのある役割だ

と感じる反面、その責任を重く感じています。

　情報を伝えるだけじゃない、次のを読むのが

楽しみとなる紙面になれば良いと思います。

佳

夏

可

嫁

加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加

加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加

嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉

嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉

６名の広報モニターの方から、モ

ニター活動についての感想と、広

報に望むことなどについて伺い

ました。
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佳

夏

可

嫁

加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加

加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加

嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉

嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉

歩
い
て
歩
い
て
地
球
一
周

中
田
良
吉
さ
ん
（
追
分
美
園
　
歳
）

８１
に
感
謝
状　

　
町
が
推
奨
す
る
セ
ル
フ
ケ
ア
に
務
め
て

き
た
中
田
良
吉
さ
ん
に
、
町
か
ら
感
謝
状

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
歩
く
こ
と
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
、
平

成
　
年
度
（
当
時
は
追
分
町
）
か
ら
始
ま
っ

１４
た
「
歩
く
を
極
め
る
教
室
」
で
し
た
。
以

来
、
現
在
の
「
ほ
っ
と
ぬ
く
も
り
健
康
倶

楽
部
」
に
も
参
加
し
　
年
間
歩
き
続
け
、

１１

地
球
１
周
（
約
４
万
丼
）
を
達
成
し
た
中

田
さ
ん
に
歩
き
続
け
る
た
め
の
秘
訣
を
お

聞
き
し
ま
し
た
。

―
歩
き
始
め
た
頃
と
現
在
の
、
体
調
の
変

化
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

・
も
と
も
と
血
圧
が
高
く
、
教
室
参
加
当

初
は
最
高
１
８
０
～
２
０
０
（m

m
/H
g

）

で
し
た
。
今
で
も
薬
を
飲
ん
で
い
ま
す
が
、

現
在
は
朝
起
き
て
す
ぐ
の
血
圧
が
最
高
１

５
０
～
１
６
０
で
も
、
朝
の
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
後
は
最
高
１
２
０
～
１
３
０
ま
で
下

が
っ
て
い
る
の
で
歩
い
て
い
る
効
果
だ
と

思
い
ま
す
。

　
も
と
も
と
風
邪
を
引
く
体
質
と
い
っ
て

い
い
ほ
ど
、
よ
く
風
邪
を
引
い
て
い
ま
し

た
が
、
歩
い
て
い
る
お
か
げ
な
の
か
、
歩

く
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
　
年
間
、
血
圧
の

１０

薬
も
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
薬
も
変
わ
っ
て

い
な
い
し
、
風
邪
を
引
か
な
く
な
り
ま
し

た
。
歩
く
こ
と
が
一
番
安
上
が
り
な
健
康

法
だ
と
皆
に
話
し
て
い
ま
す
。

―
１
日
平
均
の
歩
数
は
？

・
始
め
た
頃
は
１
日
１
万
４
千
歩
（
距
離

に
し
て
約
　
丼
）、
現
在
は
無
理
を
し
な
い

１０

で
１
万
歩
（
約
７
丼
）
歩
い
て
い
ま
す
。

―
歩
き
続
け
る
た
め
の
秘
訣
は
？
皆
さ
ん

に
ア
ド
バ
イ
ス
を
す
る
と
し
た
ら
？

・
続
け
る
こ
と
は
難
し
い
。
で
も
私
の
場

合
は
楽
し
み
が
あ
る
。
野
草
や
野
鳥
を
眺

め
る
の
が
楽
し
み
で
、
鳥
と
お
し
ゃ
べ
り

を
し
て
い
ま
す
。
家
の
回
り
に
い
る
２
匹

の
ス
ズ
メ
が
お
出
迎
え
を
し
て
く
れ
て
、

歩
く
道
に
現
れ
る
カ
ラ
ス
と
も
お
し
ゃ
べ

り
し
ま
す
。
ア
ド
バ
イ
ス
を
す
る
と
し
た

ら
、
歩
く
こ
と
を
目
的
に
す
る
よ
り
は
、

歩
く
こ
と
で
楽
し
み
を
持
つ
と
続
け
ら
れ

ま
す
よ
。

―
ま
だ
ま
だ
歩
き
続
け
ま
す
か
？

・
１
０
０
歳
ま
で
歩
け
る
と
思
っ
て
い
ま
す

が
、
少
な
く
と
も
あ
と
　
年
は
歩
き
続
け

１０

た
い
。
地
球
１
周
が
終
わ
っ
た
の
で
、
次
は

歩
数
で
６
千
万
歩
を
目
指
し
た
い
で
す
。

　
と
て
も
イ
キ
イ
キ
と
お
話
し
い
た
だ
き

ま
し
た
。
中
田
さ
ん
の
言
う
と
お
り
、
歩

く
こ
と
は
安
上
が
り
で
す
ね
。
皆
さ
ん
も

挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

佳

夏

可

嫁

加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加

加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加
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嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
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嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉

長
年
の
功
績
が
称
え
ら
れ

　
秩
父
宮
章
を
受
章

　
　
　
　
　
　
　
井
内
石
生
さ
ん

　
約
　
年
に
わ
た
り
、
地
域
の
陸
上
競
技

５０

の
普
及
・
振
興
に
長
年
携
わ
っ
た
功
績
が

評
価
さ
れ
、
平
成
　
年
度
公
益
財
団
法
人

２４

日
本
陸
上
競
技
連
盟
秩
父
宮
章
を
受
章
。

　
　
月
５
日
に
ス
ポ
ー
ツ
祭
東
京
２
０

１０
１
３
で
贈
呈
を
受
け
た
井
内
石
生
さ
ん

が
、
瀧
町
長
へ
報
告
の
た
め
７
日
に
来
庁

し
ま
し
た
。

　
中
学
生
の
頃
に
陸
上
を
は
じ
め
て
以

来
、
昭
和
　
年
か
ら
は
審
判
員
と
し
て
陸

３９

上
競
技
に
従
事
。
他
に
は
、
第
４
代
追
分

町
陸
協
会
長
や
安
平
町
体
協
理
事
な
ど

を
歴
任
さ
れ
、
現
在
は
苫
小
牧
地
方
陸
上

競
技
協
会
副
会
長
・
北
海
道
陸
上
競
技
協

会
参
与
を
務
め
て
い
ま
す
。

　
井
内
さ
ん
に
受
章
の
感
想
を
伺
わ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
　
　
　

（
受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
）

・
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
た
だ
、
１

人
の
力
で
受
章
す
る
こ
と
が
で
き
た
わ

け
で
な
い
。
陸
上
を
通
し
て
関
わ
っ
た
皆

さ
ん
の
協
力
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
受
章

で
き
た
。

（
半
世
紀
以
上
陸
上
競
技
に
携
わ
っ
て

こ
れ
た
の
は
？
）

・
大
変
な
こ
と
も
幾
度
も
あ
っ
た
け
ど
、

や
は
り
陸
上
が
好
き
だ
か
ら
続
け
て
こ

れ
た
の
か
な
。
他
に
も
、
陸
上
競
技
が
で

き
る
環
境
を
作
っ
て
く
れ
て
い
た
先
輩

方
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
も
強
か
っ
た
か

な
。
若
い
人
と
も
関
わ
り
が
あ
る
し
、
若

さ
も
保
て
る
か
な
。

（
桐
生
祥
秀
（
洛
南
高
）
な
ど
若
い
選
手

も
誕
生
し
て
い
ま
す
が
陸
上
人
気
は
？
）

・
競
技
人
口
は
減
少
し
て
い
る
か
な
。
走

る
こ
と
は
、
ス
ポ
ー
ツ
で
も
基
本
動
作
で

は
あ
る
が
、
教
育
環
境
が
少
な
い
と
か
な

の
か
な
。
け
ど
、
東
京
で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

が
開
催
す
る
こ
と
と
な
っ
た
し
、
陸
上
競

技
も
盛
り
上
が
り
を
見
せ
た
ら
良
い
な
。

（
陸
上
競
技
に
は
こ
れ
か
ら
も
携
わ
り

ま
す
か
？
）

・
こ
れ
か
ら
も
恩
返
し
と
し
て
続
け
て
い

き
た
い
。
そ
れ
に
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
見

た
い
し
元
気
で
い
な
い
と
ね
。

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
井
内
さ
ん
受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

栄
え
あ
る
受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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月
の
で
き

月
の
で
き
ごご
とと

１０１０
新
米
食
べ
て
健
康
に

　
　
月
１
日
、
J
A
と
ま
こ
ま
い

１０
広
域
か
ら
広
域
管
内
で
生
産
さ
れ

た
「
た
ん
と
う
ま
い
（
な
な
つ
ぼ

し
）」　

㎏
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

６０

　
パ
ン
や
麺
類
の
消
費
の
高
ま
り

に
反
し
、
お
米
の
消
費
量
が
低
迷

し
て
い
る
そ
う
で
す
が
、
お
米
は

私
た
ち
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
で
す
。

　
寄
贈
さ
れ
た
お
米
は
、
給
食
と

し
て
子
ど
も
達
に
提
供
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

自
立
と
共
生
と
培
う
幼
児

教
育
の
現
場

　
　
月
３
日
、
追
分
幼
稚
園
と
追

１０
分
公
民
館
を
会
場
に
胆
振
公
立
幼

稚
園
教
育
研
究
大
会
安
平
大
会
が

開
催
さ
れ
、
胆
振
管
内
の
幼
児
教

育
関
係
者
約
　
名
が
参
加
。

４０

　
公
開
保
育
で
は
、
園
児
が
作
成

し
た
遊
び
道
具
を
活
用
し
て
、
園

児
の
活
動
と
教
諭
の
関
わ
り
方
や

支
援
の
仕
方
を
観
察
し
た
後
、
追

分
公
民
館
に
移
動
し
、
意
見
交
換

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
　
月
4
日
、
追
分
公
民
館
で
地

１０
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
町
民
の
誰
も
が
住
み
な
れ
た
地

域
や
家
庭
で
安
心
し
た
生
活
が
で

き
る
よ
う
に
、
保
健
・
医
療
・
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
総
合
的
な
シ
ス
テ

ム
作
り
を
進
め
る
た
め
、
各
分
野

の
関
係
機
関
の
連
携
や
自
治
会
・

町
内
会
・
近
隣
住
民
等
か
ら
な
る

援
護
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
。

　「
成
年
後
見
制
度
」
に
関
す
る
基

調
講
演
や
ビ
デ
オ
上
映
な
ど
が
行

わ
れ
、
メ
モ
を
取
り
な
が
ら
話
に

耳
を
傾
け
る
姿
が
あ
り
ま
し
た
。

成
年
後
見
制
度
　
　
　
　

　
　
　
に
つ
い
て
考
え
る

　
３
年
生
に
は
最
後
演
奏
。
卒
業

生
と
の
コ
ラ
ボ
も
あ
り
、
約
１
０

０
名
の
観
客
を
魅
了
し
ま
し
た
。

同
吹
奏
楽
部
は
日
胆
地
区
吹
奏
楽

コ
ン
ク
ー
ル
で
銀
賞
を
受
賞
。

　
昨
年
の
ツ
ツ
ジ
・
シ
ャ
ク
ナ
ゲ

に
続
き
、
早
来
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
植
樹
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
来
春
に
は
薄
ピ
ン
ク
の
桜
が
開

花
し
ま
す
。

早来中学校吹奏楽部第２５回定

期演奏会（１０月６日）

早来ライオンズクラブと早来

小学校低学年が桜を植樹

（１０月１０日）

　
入
所
者
の
長
寿
を
祝
い
、
敬
老

会
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
ケ
ア
ハ
ウ
ス
サ
ッ
ク
ル
入
所
者

の
最
年
長
は
次
の
お
二
人
で
す
。

　
男
性
　
飯
坂
清
美
さ
ん
（
　
歳
）

９６

　
女
性
　
小
泉
愛
子
さ
ん
（
　
歳
）

９５

ケアハウスサックルで敬老会

（１０月１３日）

　
　
組
　
名
の
名
手
が
自
慢
の
歌

３８

８３

や
舞
踊
を
披
露
。
最
後
に
観
客
を

含
め
て
２
３
８
名
で
お
楽
し
み
抽

選
会
で
盛
り
上
が
っ
た
そ
う
で
す
。

平成２５年度高齢者芸能発表会

（１０月１８日）
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安
心
・
安
全
な
生
活
圏
内
を

　
　
月
　
日
、
第
　
回
合
同
行
政

１０

２３

４７

懇
談
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
合
同
行
政
懇
談
会
と
は
、
道
路

や
河
川
な
ど
の
行
政
機
関
の
ほ
か

通
信
事
業
者
な
ど
に
対
し
、
地
域

の
代
表
が
直
接
意
見
や
要
望
を
す

る
こ
と
が
で
き
る
場
で
、
年
１
回

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
懇
談
会
で
は
、
道
路
や

河
川
整
備
・
管
理
に
関
す
る
意
見

が
多
く
、
事
故
や
災
害
が
起
き
る

前
の
対
策
・
対
応
を
強
く
求
め
る

声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

自
主
防
災
の
重
要
性
を
再

確
認
　
　
月
６
日
、
町
が
進
め
る
自
主

１０
防
災
組
織
の
設
立
支
援
の
一
環
と

し
て
自
主
防
災
組
織
講
演
会
を
開

催
。
　
災
害
が
起
こ
っ
た
地
域
に
関
す

る
調
査
・
研
究
を
行
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
環
境
防
災
研
究
機
構
北
海
道
を

講
師
に
招
き
、
災
害
発
生
時
に
お

け
る
地
域
の
「
自
助
」
に
関
す
る

講
演
に
続
き
、
町
内
の
自
主
防
災

組
織
結
成
団
体
に
よ
る
事
例
で
は
、

地
域
の
課
題
を
ク
リ
ア
す
る
た
め

の
活
動
な
ど
に
つ
い
て
発
表
さ
れ

ま
し
た
。

大
規
模
太
陽
光
発
電
所
建
設

　
　
月
７
日
、
２
０
１
５
年
度
冬

１０
の
稼
働
に
向
け
て
「
ソ
フ
ト
バ
ン

ク
苫
東
安
平
ソ
ー
ラ
ー
パ
ー
ク
」

の
起
工
式
が
遠
浅
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
　
こ
の
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
発
電
所
で

は
、
約
１
６
６
亊
の
敷
地
面
積
に

太
陽
光
パ
ネ
ル
約
　
万
４
千
枚
を

４４

設
置
し
、
年
間
予
想
発
電
量
が
約

１
億
８
０
１
万
４
０
０
０
キ
ロ

ワ
ッ
ト
で
一
般
家
庭
に
す
る
と
約

３
万
世
帯
分
の
発
電
量
が
見
込
ま

れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
道
内
で
建
設
が
予
定
さ

れ
て
い
る
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
の
中
で

は
、
最
大
規
模
と
な
っ
て
い
ま
す
。

追
分
第
1
町
内
会
で
防
災

用
備
品
整
備

　
追
分
第
1
町
内
会
で
は
昨
年
5

月
に
自
主
防
災
組
織
を
設
立
後
、

日
頃
か
ら
防
災
に
関
す
る
広
報
の

発
行
や
救
命
救
急
訓
練
の
実
施
な

ど
積
極
的
な
活
動
が
行
わ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
が
、
今
年
度
、
宝

く
じ
助
成
金
に
よ
り
防
災
倉
庫
、

発
電
機
、
ア
ル
ミ
式
折
り
た
た
み

リ
ア
カ
ー
、
ガ
ソ
リ
ン
携
行
缶
の

整
備
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
こ
の
整
備
事
業
は
、
宝
く
じ
の
社

会
貢
献
広
報
事
業
と
し
て
、
宝
く

じ
の
受
託
事
業
収
入
を
財
源
に
財

団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
実

施
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
の

助
成
を
受
け
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
9
月
に
は
整
備
し
た
備
品
を
利

用
し
た
防
災
訓
練
を
実
施
し
て
お

り
、
今
後
ま
す
ま
す
の
活
躍
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

　
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
の
お
も
ち
プ
レ

ゼ
ン
ト
に
は
長
蛇
の
列
。
期
間
中

は
た
く
さ
ん
の
来
場
者
で
賑
わ
い

ま
し
た
。

　
実
際
に
放
水
を
体
験
し
た
園
児

は
、
飛
び
出
し
た
水
に
大
歓
声
。

ホ
ー
ス
を
取
り
合
っ
て
い
ま
し
た
。

はやきた子ども園幼年消防ク

ラブと女性消防団員の合同火

災予防訓練（１０月２４日）

第３０回東胆振物産まつりに安

平町から５店舗出店

（１０月２５～２７日）
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職
業
体
験
学
習
　

　
　
月
　
日
か
ら
　
日
に
か
け
て
、

１０

１７

１８

平
成
　
年
度
ふ
る
さ
と
教
育
・
学

２５

社
融
合
推
進
事
業
「
職
業
体
験
学

習
～
安
平
っ
子
　
ト
ラ
イ
や
る
２

ｄ
ａ
ｙ
～
」が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
町
内
の
企
業
や

事
業
所
な
ど
へ
の
訪
問
を
通
し
て
、

町
を
支
え
る
産
業
や
産
業
に
携
わ

る
人
た
ち
へ
の
興
味
・
関
心
を
高

め
る
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

　
教
育
委
員
会
で
の
１
日
教
育
長

を
は
じ
め
郵
便
局
や
介
護
・
福
祉

施
設
、
病
院
、
牧
場
な
ど
　
企
業
・

２３

事
業
所
で
早
来
中
学
校
・
追
分
中

学
校
の
２
年
生
計
　
名
の
生
徒
た

７３

ち
が
実
際
に
行
わ
れ
て
い
る
業
務

を
体
験
。

　
１
日
教
育
長
を
体
験
し
た
早
来

中
学
校
の
天
野
清
香
さ
ん
は
「
こ

の
機
会
を
通
じ
て
視
野
を
広
げ
た

い
。
そ
し
て
、
仕
事
に
対
す
る
責

任
と
い
う
も
の
を
感
じ
な
が
ら
１

日
教
育
長
と
し
て
頑
張
り
た
い
。」

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
他
に
も
、
ノ
ー
ザ
ン
フ
ァ
ー
ム

で
馬
の
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
や
馬
房
の

清
掃
、
引
き
馬
の
体
験
を
し
た
３

名
の
生
徒
か
ら
は
、「
大
変
な
作
業

だ
っ
た
け
ど
馬
が
気
持
ち
よ
く
生

活
す
る
に
は
欠
か
せ
な
い
重
要
な

仕
事
を
体
験
で
き
た
。
」
と
や
り
が

い
を
感
じ
て
い
る
様
子
を
伺
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
馬
に
対
し
て

は
「
怖
さ
は
感
じ
な
か
っ
た
。
凄

く
可
愛
か
っ
た
。」
と
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
を
体
験
し
た
生
徒
た

ち
は
、
実
際
に
業
務
を
行
っ
て
い

る
人
と
接
し
た
こ
と
で
、
仕
事
に

対
す
る
考
え
方
や
責
任
感
と
い
う

も
の
を
体
感
し
、
働
く
と
い
う
こ

と
の
意
味
や
大
変
さ
な
ど
を
感
じ

る
貴
重
な
機
会
と
な
っ
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
自
分
の
将
来
の
目
標
を
定
め
る

上
で
も
、
貴
重
な
１
日
に
な
っ
た

か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

学 芸 会 ・ 学 校 祭
　町内の小学校・中学校で開催された学芸会・学校祭。
笑い・感動が沢山詰まった１日となりました。
　日頃の練習の成果を披露した子どもたちの「楽しそうな
表情」や「真剣な姿」をお届けします。

追 分 小 学 校癌
贋

岩
雁

眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼
眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼

安 平 小 学 校癌
贋

岩
雁

眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼
眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼

遠 浅 小 学 校癌
贋

岩
雁

眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼
眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼
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佳

夏

可

嫁

加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加

加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加

嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉

嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉

　
　
　
　
　
今
回
は
「
有
限
会
社

　
　
　
　
　
プ
ロ
セ
ス
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　
　
夢
民
舎
」
で
、
チ
ー

　
　
　
　
ズ
作
り
の
説
明
や
チ
ー

ズ
の
成
形
を
体
験
さ
せ
て
も
ら
い

ま
し
た
。

　
工
場
の
中
に
入
り
最
初
の
感

想
が
「
チ
ー
ズ
の
香
り
が
し
な

い
」。「
香
り
は
熟
成
す
る
こ
と
で

生
ま
れ
る
も
の
」
と
説
明
を
受
け
、

熟
成
室
へ
入
る
と
普
段
私
た
ち

が
口
に
す
る
チ
ー
ズ
の
香
り
が

部
屋
中
に
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。

入庁１年目の小林誠が行く

　　　ふれあい体験記

　
熟
成
期
間
は
チ
ー
ズ
に
よ
っ

て
１
か
月
で
済
む
も
の
も
あ
れ

ば
２
か
月
を
要
す
る
も
の
も
…

熟
成
の
進
み
具
合
や
カ
ビ
の
付

き
具
合
が
毎
度
異
な
り
、
「
チ
ー

ズ
は
生
き
物
だ
か
ら
、
人
の
目
で

熟
成
具
合
を
確
か
め
る
こ
と
が

必
要
」
と
の
こ
と
。

　
チ
ー
ズ
作
り
の
説
明
の
後
は
、

カ
チ
ョ
カ
バ
ロ
と
さ
け
る
チ
ー

ズ
の
成
形
を
体
験
。
思
う
よ
う
に

形
が
定
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

苦
戦
し
な
が
ら
も
何
と
か
完
成
。

特
別
に
熟
成
し
て
い
た
だ
け
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
！

　
今
回
の
体
験
を
通
し
、
チ
ー
ズ

作
り
は
手
間
が
か
か
る
こ
と
を

発
見
。
味
わ
い
な
が
ら
大
切
に
い

た
だ
き
ま
し
ょ
う
！

早 来 小 学 校癌
贋

岩
雁

眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼
眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼

追 分 中 学 校癌
贋

岩
雁

眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼
眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼

早 来 中 学 校癌
贋

岩
雁

眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼
眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼
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葛

こ
の
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
た
広
報
紙
を
ご
覧
に
な
り
た
い
場
合
や
お
問
い
合
わ
せ
は
総
務
課
情
報
グ
ル
ー
プ
（
緯
影
２
５
１
１
）
ま
で

禦禦あびら 回顧あびら　回顧録録禦禦
～昭和４３年１２月編
できごと　イタイイタイ病を公害認定／郵便番号制スタート／白バイ警官に扮した３億円事件
世　　相　全国１１５大学で紛争／タレント議員大量進出
　  歌　　 好きになった人（都　はるみ）／三百六十五歩のマーチ（水前寺清子）
テ レ ビ　巨人の星／キイハンター／サイボーグ００９／あねいもうと　
映　　画　黒部の太陽／ロミオとジュリエット／卒業

→農村に花嫁さんを運動

が推進されていた当時、

農村の花むこ花よめとし

て、めだたく結ばれたお

二人の結婚式が紹介され

ています。

←昭和４３年１１月２２日に発生した追

分中学校の火災について、改めて

「火の用心」を呼びかけました。

昭和４３年１２月広報おいわけ

同年１０月２５日付人口　６，３２６人（男３，１３３人／女３，１９３人）

昭和４３年１２月広報はやきた　

同年１０月２０日付人口　７，１７９人（男３，６３２人／女３，５４７人）

←酪農北海道一を目指して、酪農経営の合理化

を推し進めた富岡乳牛経済検定組合が惜しくも

北海道二位になったことを報告しています。

→昭和４３年１１月に町と農協が中心となっ

て「農漁村へ花嫁さん」結婚相談所が開設

されてから、早くも１か月で第１号の花嫁

が決定し好調なスタートを切ったと報告さ

れています。

年代が古くなるにつれ、当時の人口集計期日が異なっています。
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健
康
福
祉
課
国
保
・
介
護
グ

ル
ー
プ
保
健
師
の
小
山
で
す
。

　
平
成
　
年
１
月
に
安
平
町
に
入

２２

職
し
て
４
年
目
と
な
り
ま
し
た
。

　
担
当
は
、
生
活
習
慣
病
予
防
健

診
（
基
本
・
特
定
・
後
期
高
齢
者

健
診
）
で
、
訪
問
や
人
が
集
ま
る

と
こ
ろ
で
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ

く
機
会
が
あ
り
、
町
民
の
皆
さ
ん

が
町
の
歴
史
や
各
地
域
の
暮
ら
し

方
な
ど
を
親
切
に
教
え
て
く
だ
さ

る
の
で
、
日
々
あ
り
が
た
い
と
感

じ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
健
診
を
通
し
て
自
分
の

身
体
の
状
態
を
知
り
、
生
活
習
慣

病
を
早
期
に
予
防
し
て
元
気
に
過

ご
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
安
平

町
の
現
状
や
健
診
受
診
が
な
ぜ
必

要
な
の
か
を
お
話
し
し
ま
す
。

な
ぜ
今
「
生
活
習
慣
病
予
防
」
な

の
か
？

　
近
年
、
国
は
「
生
活
習
慣
病
を

予
防
し
て
医
療
費
や
介
護
費
な
ど

の
社
会
保
障
費
を
増
や
さ
な
い
よ

う
に
し
よ
う
」
と
動
き
だ
し
、「
そ

の
た
め
に
は
脳
卒
中
や
狭
心
症
・

心
筋
梗
塞
な
ど
の
心
臓
病
の
発
症

予
防
が
欠
か
せ
な
い
」
と
考
え
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の

病
気
は
日
常
生
活
に
不
自
由
を
き

た
す
こ
と
が
あ
る
た
め
、
で
き
る

だ
け
病
気
に
な
ら
な
い
で
い
る
こ

と
が
重
要
で
す
。

安
平
町
の
生
活
習
慣
病
の
状
況
　

　
安
平
町
国
民
健
康
保
険
加
入
者

の
状
況
（
平
成
　
年
度
）
か
ら
、

２２

医
療
機
関
に
か
か
っ
て
い
る
人
の

約
６
割
が
生
活
習
慣
病
で
治
療
中

と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
、
そ
の
内

訳
は
、
第
１
位
「
高
血
圧
症
」（
４

割
）、
第
２
位
「
高
脂
血
症
」（
３
割
）、

第
３
位
糖
尿
病
（
２
割
）、
第
４
、

５
位
が
脳
卒
中
、
心
臓
病
で
約
１

割
と
な
っ
て
い
ま
す
。

脳
卒
中
や
心
臓
病
（
血
管
病
）
の

発
症
予
防
の
た
め
毎
年
健
診
を
受

診
し
ま
し
ょ
う

　
脳
卒
中
や
心
臓
病
で
重
症
化
し

た
方
の
中
で
、
約
６
割
の
方
が
高

血
圧
や
糖
尿
病
を
患
い
、
過
去
に

健
診
を
受
け
た
こ
と
の
あ
る
方
は

わ
ず
か
３
割
で
し
た
。　

　
ま
た
、
健
診
を
続
け
て
受
診
し

て
い
る
方
の
割
合
も
左
表
の
と
お

り
で
残
念
な
が
ら
高
い
と
は
言
え

ま
せ
ん
。

　
脳
卒
中
や
心
臓
病
は
血
管
が
傷

む
こ
と
（
動
脈
硬
化
）
が
原
因
で

発
症
す
る
た
め
、
別
名
「
血
管
病
」

と
も
呼
ば
れ
て
お
り
、
下
表
の
よ

う
な
も
の
が
要
因
で
起
こ
り
ま
す
。

健
診
の
結
果
を
「
自
分
の
身
体
か

ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
と
し
て
毎
年

欠
か
さ
ず
に
確
認
し
て
い
く
こ
と

が
大
切
で
す
。

血
管
は
　
年
～
　
年
か
け
て
傷
む

１０

２０

　
血
管
は
　
年
以
上
か
け
て
少
し

１０

ず
つ
傷
ん
で
い
き
ま
す
。
１
回
の

結
果
で
問
題
が
な
か
っ
た
と
し
て

も
、
油
断
は
で
き
ま
せ
ん
。

健
診
申
し
込
み
受
付
中

　
平
成
　
年
度
最
後
の
　
、　

月

２５

１１

１２

の
健
診
の
申
し
込
み
を
現
在
受
付

中
で
す
。
詳
し
く
は
、
広
報
笑
顔

（
ス
マ
イ
ル
）　

月
号
で
ご
案
内

１０

し
て
い
ま
す
の
で
、
今
年
度
受
診

し
て
い
な
い
方
の
お
申
し
込
み
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

病
院
で
治
療
中
の
方
も
受
診
で
き

ま
す
　
病
院
で
高
血
圧
や
糖
尿
病
な
ど

治
療
中
の
た
め
定
期
的
に
検
査
を

受
け
て
い
る
方
も
対
象
と
な
り
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

ぜ
ひ
保
健
師
に
ご
相
談
を

　
町
の
健
診
受
診
者
だ
け
で
は
な

く
、
職
場
健
診
や
人
間
ド
ッ
ク
な

ど
、
町
で
行
っ
て
い
る
健
診
以
外

で
受
診
し
て
い
る
方
の
健
康
相
談

も
随
時
行
っ
て
い
ま
す
。　
　

　
健
康
福
祉
課
保
健
師
グ
ル
ー
プ

（
緯
栄
2
4
2
5
）
へ
お
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

こ
ん
に
ち

こ
ん
に
ち
はは

保
健
師
で

保
健
師
で
すす

平成２０～２３年度の４年間の
健診継続受診状況（安平町国
民健康保険特定健診）

１９．８％４年連続受診

１５．８％３回連続受診

２２．５％２回連続受診

４１．９％１回のみ受診

（厚生労働省・学会発表ガイドライン）

男８５尺以上
女９０尺以上

①肥満（腹囲）

またはＢＭＩ（体格指数）２５以上

１３０／８５以上②血圧

③中性脂肪（空腹時）

１５０以上

④悪玉コレステロール

１２０以上

⑤善玉コレステロール

４０未満

⑥血糖値（空腹時）

１００以上

⑦ヘモグロビンＡ１ｃ

５．６以上

７．０以上⑧尿酸

動脈硬化予防が必要な

検査値とは？

【動脈硬化のしくみ】

血栓

過剰な内臓脂肪

血栓や炎症を起
こしやすい悪い
物質を分泌

悪玉コレステロール
（中性脂肪・血糖）

傷つく

傷つく

尿酸
（針の結晶）

高血圧
（圧）

傷ついた血管の内側へ
入り込み膨らむ

血管の壁
内側 外側中間

葛

葛

葛

葛

葛

abirachoudtpki2
テキストボックス
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安平町の
まちづくまちづくりりをを
皆さんで考えてみえてみまま
せんか？

ふれあい町政懇談会政懇談会を開催します

ふれあい町政懇談会の日程
（下記の最寄りの会場へお越しください。）

ぬくもりセンター
　　多目的情報ホール

１８時３０分～１１月１１日（月）

遠浅公民館　大集会室１８時３０分～１１月１２日（火）

まち・あいステーション

　　　　　　　ラピア
１８時３０分～１１月１３日（水）

安平公民館　大集会室１８時３０分～１１月１４日（木）

ふれあい町政懇談会を各自治会で

開催したい場合は

　直接町長とお話をしてみたい自治会や

上記の日程に参加できない自治会など、

各会館や公共施設での開催にも応じます。

　開催については、事前に日程調整が必

要ですのでまちづくり推進課（緯影２５１４）

までご連絡ください。

佳

夏

可

嫁

加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加

加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加

嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉

嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉

～ふれあい町政懇談会の意義・趣旨～
　安平町の「まちづくり」について、今何が求められてい

るかなどの皆さんの声をお聞きし、町民ニーズを的確に把

握するため、町長と直接対話ができる懇談会です。

　当日は、私たちが暮らす安平町、そして地域の課題や将

来像などについて、共通理解を図るとともに皆さんが思っ

ていることなど意見交換をし、行政運営に反映させて行き

たいと思います。　

今回のメインテーマは「まちづくり基本

条例」です。町民の皆さんと協働でまち

づくりを行うために考えていきたいと

思います。

まちづくり基本条例とは？

　まちづくりを進めていくうえで、誰がどんな役割を担い、どのような方法で決めていくのかを文

章にしたもので、自治体における最高規範に位置付けられる「自治体の憲法」です。

　安平町まちづくり基本条例は、町民・議会・町の役割や責務、権利がそれぞれ明記されていて、

多くの町民の皆さんが関わることで、行政主体のまちづくりから町民との協働のまちづくりが進め

られるよう、次の内容でまとめられています。

○情報公開や行政の説明責任　○町民参画の権利と責任、住民投票制度

○町民と行政との協働や連携　○総合計画の策定や行財政運営

○町民・町長・職員の責務　　○まちづくりを推進するために必要な審議機関の設置

史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史
史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史
史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史
史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史
史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史
史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史
史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史
史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史
史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史
史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史
史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史
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ご
意
見
　
子
ど
も
園
の
対
応
に
つ

い
て
、
お
泊
り
会
の
お
に
ぎ
り
持

参
の
件
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭

の
事
情
を
考
慮
し
て
ほ
し
い
。
ま

た
、
教
員
へ
の
相
談
な
ど
に
関
す

る
時
間
帯
も
就
労
者
へ
配
慮
を
し

て
ほ
し
い
。　（
９
月
提
案
・
匿
名
）

回
　
答
　
こ
の
度
は
子
ど
も
園
で

の
お
泊
り
保
育
実
施
に
あ
た
り
大

変
な
ご
負
担
を
お
か
け
し
ま
し
た

こ
と
を
お
詫
び
し
ま
す
。

　
子
ど
も
園
で
は
子
ど
も
達
の
自

主
性
・
友
だ
ち
と
の
つ
な
が
り
を

育
む
た
め
、
お
泊
り
保
育
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
保
護
者
の
方
に
は

就
労
等
に
極
力
ご
負
担
の
か
か
ら

な
い
よ
う
に
、
ま
た
子
ど
も
の
健

康
状
態
等
を
考
慮
し
実
施
し
て
き

た
つ
も
り
で
す
が
、
至
ら
な
い
点

が
あ
り
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し

た
。
　
今
後
、
お
泊
り
保
育
の
事
業
内

容
に
つ
い
て
、
子
ど
も
達
の
健
康

状
態
・
保
護
者
の
就
労
等
に
支
障

を
き
た
さ
な
い
よ
う
協
議
検
討
し

実
施
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ご
相
談
や
お
問
い
合
わ

せ
に
つ
き
ま
し
て
も
、
全
職
員
が

い
つ
で
も
誰
で
も
対
応
で
き
る
連

絡
体
制
を
と
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

教
育
委
員
会
子
育
て
支
援
グ
ル
ー

プ
　
　
　
　
　
 　
緯
栄
２
０
８
３

ご
意
見
　
野
草
研
究
家
 若
杉
友
子

氏
の
講
演
会
を
開
催
し
て
ほ
し
い
。

（
　
月
提
案
・
匿
名
）

１０
回
　
答
　
貴
重
な
情
報
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
文
化
公
演
事
業

の
企
画
に
お
い
て
参
考
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
ご
期
待
に
沿
え

な
い
場
合
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
ご

了
承
願
い
ま
す
。

　
な
お
、
当
町
で
は
自
ら
企
画
者

と
な
っ
て
社
会
教
育
活
動
を
行
え

る
「
町
民
自
主
企
画
講
座
」
や
「
町

民
活
動
支
援
事
業
」
な
ど
が
ご
ざ

い
ま
す
。
詳
し
く
は
左
記
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

教
育
委
員
会
社
会
教
育
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　
　
　
　
 緯
栄
２
０
８
３

　
こ
の
ほ
か
、
あ
つ
ま
バ
ス
の
増

便
に
つ
い
て
ご
意
見
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
回
答
に
つ
き
ま
し
て
は

広
報
あ
び
ら
　
月
号
掲
載
の
当

１０

コ
ー
ナ
ー
（
　
ペ
ー
ジ
）
を
ご
参

２２

照
く
だ
さ
い
。
ご
意
見
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

※
町
内
公
共
交
通
機
関
に
関
す
る

お
問
い
合
わ
せ
は
企
画
財
政
課

（
緯
影
２
７
５
１
）
ま
で
。

お答えします

～「ていあんくん」から～
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町
立
追
分
幼
稚
園
で
は
、
次
の

と
お
り
平
成
　
年
度
入
園
児
を
募

２６

集
し
ま
す
。

入
園
対
象
者
　
満
４
歳
児
（
平
成

　
年
４
月
２
日
生
～
平
成
　
年
４

２１

２２

月
１
日
生
）

募
集
人
数
　
　
名
（
２
年
保
育
）

３０

入
園
料
　
３
、
０
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　（
入
園
時
の
み
）

保
育
料
　
月
額
７
、
０
０
０
円

申
込
期
間
　
　
月
　
日
（
月
）

１１

１１

　
　
　
　
　
　
　
　
～
　
日
（
金
）

２９

　
　
　
　
※
土
日
、祝
日
を
除
く
。

そ
の
他
　

　
①
　
月
　
日
（
火
）
に
、
追
分

１２

１７

幼
稚
園
で
入
園
説
明
会
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
詳
細
は
申
込
時
に
お

伝
え
し
ま
す
。

　
②
満
５
歳
児
に
つ
い
て
は
、
定

員
　
名
以
内
で
随
時
申
込
み
を
受

３０
け
付
け
て
い
ま
す
。

申
込
み
・
問
合
せ
　
教
育
委
員
会

子
育
て
支
援
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　
　
　
　
緯
栄
２
０
８
３

　
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
講
師
と
し

て
広
く
活
動
さ
れ
て
い
る
佐
藤
理

香
さ
ん
を
招
い
て
行
い
ま
す
の
で
、

希
望
さ
れ
る
方
は
期
日
ま
で
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

日
時
　
　
月
３
日
（
火
）

１２

　（
受
付
９
時
　
分
～
９
時
　
分
）

３０

４５

対
象
　
２
か
月
～
１
歳
１
か
月
の

児
と
保
護
者

場
所
　
ぬ
く
も
り
セ
ン
タ
ー

内
容
　
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
歯

の
健
康
相
談

持
ち
物
　
母
子
健
康
手
帳
、
子
ど

も
と
保
護
者
の
歯
ブ
ラ
シ
、手
鏡
、

バ
ス
タ
オ
ル
、
お
む
つ
、
お
子
さ

ん
の
飲
み
物

定
員
　
　
組
１０

申
込
期
間
　
　
月
　
日
（
月
）

１１

１１

　
　
　
　
　
　
　
～
　
日
（
月
）

２５

　
　
　
※
定
員
に
な
り
次
第
終
了
。

申
込
み
・
問
合
せ
　
健
康
福
祉
課

健
康
推
進
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　
　
　
　
緯
栄
２
４
２
５

　
お
子
さ
ん
の
発
達
や
し
つ
け
な

ど
に
つ
い
て
相
談
が
で
き
ま
す
。

日
時
　
　
月
２
日
（
月
）

１２

　
　
　
　
　
　
　
時
～
　
時

１０

１５

場
所
　
ぬ
く
も
り
セ
ン
タ
ー

申
込
期
限
　
　
月
　
日
（
金
）

１１

１５

申
込
み
・
問
合
せ
　
教
育
委
員
会

子
育
て
支
援
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　
　
　
　
緯
栄
２
０
８
３

お
知
お
知
らら
せせ

町
立
追
分
幼
稚
園

平
成
　
年
度
園
児
募
集

２６

室
蘭
児
童
相
談
所

巡
回
相
談

広
告
欄

広
告
欄

登記相談の予約制導入のお知らせ

　札幌法務局苫小牧支局では、各種登記手続きの相談に対

応するため、事前にご予約をいただいています。

　ご相談の際は、当支局までお電話でご予約のうえお越し

くださいますようお願いします。

問合せ　札幌法務局苫小牧支局（苫小牧市旭町３丁目３‐７）

　　　　緯０１４４‐３４‐７４０３

イイソソノノ
整体

リフレクソロジー

ご予ご予約約
お問合せはこちお問合せはこちらら

予約制

整体
６０分
３，９００円

察肩こり・腰痛など慢性的なつらさ

察スポーツ後などの筋肉疲労

察冷え性や不眠

察ストレスからくる疲れ

リフレクソロジー
３０分
３，０００円

日頃から血流を良くすることでで

免疫力がアップします。

未病治癒を心がけることで

健康につながります。

勇払郡安平町追分本町２丁目１９番地１
　　　　　　　　　　  追分ハイヤー２F
営業時間　午後1時～午後7時
定 休 日　毎日曜日

仕事帰りに寄りたい！
などなど

営業時間外でも
気軽にご相談ください

090‐2053‐6859

乳
児
健
康
（
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー

ジ
・
歯
の
健
康
）
相
談
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苫苫小牧夜間休日急病セ小牧夜間休日急病センンターター（苫小牧市旭町２丁目）緯営０００１
○科目　内科、小児科

○診療時間　平日：１９時～翌朝７時　土曜：１４時～翌朝７時

　　　　　   日曜・祝日、年末年始（12/３１～1/３）：９時～翌朝7時

　　　　苫小牧市医師会休日当番実施医療機関　（診療時間９時～１７時）
（外科）１１月（内科）１１月

緯嬰１２２１新中野町３同樹会苫小牧病院１０日緯焔００１１川沿町４横山内科消化器科１０日

緯演７０００矢代町２苫 小 牧 日 翔 病 院１７日緯沿２１１５日新町２たかやなぎ 小児科１７日

緯沿１１００日新町２にっしん 泌 尿 器 科
クリニック２３日緯煙１１３３大成町２やまざきこども医院２３日

緯煙５１１１光洋町１とまこまい脳神経外科２４日緯鋭２８１１東開町４浪 岡 内 科 消 化 器 科
クリニック２４日

（外科）１２月（内科）１２月

緯謁８２１１東開町４とも より 整 形 外 科１日緯叡４５６５表町５吉 川 医 院１日

緯嬰１２２１新中野町３同樹会苫小牧病院８日緯沿２２２５桜木町１柴 田 内 科 循 環 器 科８日

北海道からのお知らせ　　 　～道立苫小牧病院の廃止について～
　北海道では、昭和２９年から結核及び結核後遺症の患者に対する医療を担ってきた道立苫小牧病院を平

成２６年３月３１日をもって廃止することとしました。

　廃止後の医療については、結核で入院が必要な場合は札幌の専門医療機関での受診となりますが、緊

急な場合や重篤な病状にある結核患者については苫小牧市立病院で一時的に受入れしていただくこと

とし、また呼吸器疾患に対する医療については、苫小牧市立病院や王子総合病院で受診していただくこ

ととなります。

問合せ　北海道健康福祉部医療政策局道立病院室緯０１１‐２３１‐４１１１（内線２５‐８５５）

　
次
の
と
お
り
移
動
献
血
車
両
が

巡
回
し
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
程
　
　
月
　
日
（
水
）

１２

１８

時
間
・
場
所

　
９
時
　
分
～
　
時
　
分

４５

１０

４５

　
　
・
役
場
早
来
庁
舎

　
　
時
　
分
～
　
時
　
分

１１

３０

１２

３０

　
　
・
北
海
道
電
力
苫
小
牧
統
括

　
　
　
電
力
セ
ン
タ
ー

　　
若
い
方
、
年
配
の
方
も
楽
し
く
、

長
く
続
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

日
時
　
　
月
　
日
（
水
）

１１

２７

　
　
　
　
　
時
～
　
時
　
分

１３

１５

３０

場
所
  追
分
公
民
館

講
師
  北
村
信
義
先
生

※
動
き
や
す
い
靴
と
服
装
で
お
越

し
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
 

 追
分
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
同
好
会

（
石
橋
） 
         緯
栄
2
2
9
3

 早
来
プ
リ
ム
ロ
ー
ズ
（
田
中
）

                    　
緯

4
2
8
2

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

あ
な
た
の
声
が

子
ど
も
を
守
り
ま
す

　
　
月
は
「
児
童
虐
待
防
止
推
進

１１
月
間
」
で
す
。

　
虐
待
か
な
と
思
っ
た
ら
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
通
報
の
秘
密
は
守
ら

れ
ま
す
。（
匿
名
可
）

児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル

緯
０
５
７
０
‐
０
６
４
‐
０
０
０

※
最
寄
り
の
児
童
相
談
所
に
つ
な

が
り
ま
す
。（
　
時
間
受
付
）

２４

問
合
せ

北
海
道
室
蘭
児
童
相
談
所

　
緯
０
１
４
３
‐
　

‐
４
１
５
２

４４

安
平
町
教
育
委
員
会緯

栄
２
０
８
３

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
初
心
者
講
習

会
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

平成２５年住宅・土地統計調査への

ご協力ありがとうございました

　１０月１日を基準として実施した今回の調

査は、無事終了しました。ご協力いただいた

世帯の皆さんには、お忙しいとこ

ろ誠にあり がとうございました。

総務省・北海道・安平町
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ママママママママママママママママママママママママママママママママママママママママママチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチのののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯
8,675人(－4)総人口

4,284人(＋1)　 男 性

4,391人(－5)　 女 性

４,２51世帯(＋5)世帯数

〈平成２５年１０月３１日現在〉

交通事故死
ゼロ運動

　平成２５年１０月３１日現在 １０９１日

ご
結
婚
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

大
   陽
介
（
遠
浅
）

石
坂
道
代
（
苫
小
牧
市
）

藤
村
宗
一
郎
（
遠
浅
）

太
田
こ
ず
え
（
苫
小
牧
市
）

井
上
朋
哉
（
追
分
弥
生
）

太
田
美
咲
（
追
分
弥
生
）

　
公
営
住
宅
・
特
公
賃
住
宅
・

公
営
住
宅
・
特
公
賃
住
宅
・
町町

営
住
宅
の
入
居
者
募
集
は

営
住
宅
の
入
居
者
募
集
は
、、
笑
顔
笑
顔

（
ス
マ
イ
ル
）

（
ス
マ
イ
ル
）
をを
ご
覧
く
だ
さ
い

ご
覧
く
だ
さ
い
。。

□町広報配布日は次のとおりです。

　広報笑顔（スマイル）１１月号は２０日（水）、

広報あびら１２月号は５日（木）が配布日となり

ます。安平町ホームページでもご覧いただけます。

総務課情報グループ緯鰻２５１１

検索安平町ホームページ

次回町広報配布日次回町広報配布日はは

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

真
保
 妃
希
 　
　
 

き

さ

き

　
　
９
／
　（
女
・
郵
生
）早
来
大
町

２２

南
　
 美
佑
 　
　
 

み

ゆ

う

　
　
　
／
　（
女
・
博
之
）早
来
栄
町

１０

２２

善
　
意

（
９
月
　
日
～
　
月
　
日
受
付
分
）

２０

１０

２１

町
へ

安
平
町
ま
ち
・
あ
い
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
利
用
物
品（
食
器
一
式
）

・
安
平
町
商
工
会
女
性
部

社
会
福
祉
協
議
会
へ

広
報
あ
び
ら
　
月
号
点
訳
　
　

１０

○
安
平
町
点
訳
赤
十
字
奉
仕
団

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

寺
嶋
ヨ
シ
ヱ
９
／
　
儀
 東
早
来

２６

中
根
コ
ト
　　９
／
　
輝
　追
分
春
日

２８

近
藤
恵
美
子
　
／
５
幾
　安
平

１０

田
中
里
美
　
　
／
６
癌
 追
分
青
葉

１０

遠
藤
一
男
　
　
／
９
亀
 東
早
来

１０

佐
藤
　　　　茂
　　　　　
／
　
稀
　早
来
大
町

１０

１０

　
田
清
光
　
　
／
　
奇
 安
平

１０

１３

【室蘭地方気象台発】気象台からの防災メモ

暴風雪警報　

　雪を伴う暴風によって、重大

な災害の発生するおそれがある

時に発表されるのが「暴風雪警

報」です。

　「暴風雪警報」が発表された時は、できる限り

外出を控えましょう。やむを得ず車で外出しなけ

ればならない場合は、防寒着や非常食、スコップ、

けん引ロープ等を用意するとともに、十分に燃料

があることを確認しましょう。また、ふぶきで視

界が急に悪化する等危険を感じたら、無理をせず

コンビニやガソリンスタンド、道の駅等で天気の

回復を待ちましょう。

問合せ　室蘭地方気象台防災業務課

　　　　緯０１４３‐２２‐４２４９

　人権・困りごと相談会開設
癌

贋

岩

雁

眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼

眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼

翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫

翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫

特　設

日　時　１２月５日（木）１３時～１６時

会　場　保健センター（役場早来庁舎横）

内　容　いじめ、差別、暴力、セクハラ、

　　　　近隣とのいざこざなど

相談員　安平町人権擁護委員

　　　　（沼田厚一、田上雅美、西村律子、

　　　　實吉智子）

問合せ　健康福祉課福祉グループ緯栄４５５６

全国一斉「女性の人権ホットライン強化週間

葛１１月１８日（月）～２４日（日）滑

　職場におけるセクシュアル・ハラスメント、夫やパー

トナーからの暴力など、女性の人権に関する悩みごとや

心配ごとはございませんか？

　法務局職員や人権擁護委員が相談時間を延長して対

応し、解決に導きます。相談は無料・秘密は守られます。

専用相談電話　０５７０‐０７０‐８１０

相談時間

佳

夏

可

嫁

加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加

加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加

嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉

嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉

８：３０～１９：００１１月１８日捷～２２日晶

１０：００～１７：００１１月２３日松・ ２４日掌

HTBデータ放HTBデータ放送送１１月のトピックス１１月のトピックス

１１月のトピックス

まもなく冬シーズン到来

開催日決定！ロビーコンサート

迅速な対応が命を救う救急法基礎講習会

※テレビのチャンネルをHTBに合わせ、ｄボタンを押し、

データ放送画面からご覧ください。

次回の更新は１１月２０日
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元元気気にに
 大大ききくく
  なな～～れ！れ！

発
　行
　
安
平
町
　
企
画
編
集
／
総
務
課
情
報
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　衣
０
５
９－

１
５
９
５

　
　
　
　勇
払
郡
安
平
町
早
来
大
町
　
番
地（
緯
0
1
4
5
鰻
2
5
1
1
）

９５
　
  

編
 集
 後
 記

中村 野々杷 ちゃんと
の の は

　　お母さんの美香さん
　　　　　　　（追分旭）

村山 心亮 くんと
しんすけ

　　お父さんの竜太さん
　　　　　　（追分本町）

大谷 羚王 くんと
れ お

　　お母さんの貴子さん
　　　　　　（早来源武）

　
赤
や
黄
色
に
色
づ
い
た
紅
葉

が
綺
麗
で
す
ね
。
雪
虫
を
見
る

と
冬
が
来
る
ん
だ
な
ぁ
と
感
じ

ま
す
。
風
邪
が
流
行
る
時
期
で

も
あ
り
ま
す
。
手
洗
い
と
う
が

い
で
予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　
さ
て
、
来
年
２
月
に
開
催
さ

れ
る
ソ
チ
五
輪
の
出
場
を
賭
け
、

シ
ー
ズ
ン
本
番
を
迎
え
ま
す
。 

　
安
平
町
か
ら
五
輪
出
場
を
目

指
し
て
い
る
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー

ト
選
手
へ
の
応
援
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。
　
  　
　
（
K
）

CHILCHILDD
     　 &&
FATHEFATHERR 
MOTHE   MOTHERR

  「
秋
が
来
た
」
と
思
い
き
や
、

す
ぐ
そ
こ
ま
で
冬
が
来
て
い
る

よ
う
で
す
。
寒
さ
が
増
す
と
欠

か
せ
な
い
も
の
が
ス
ト
ー
ブ
。

寒
く
な
る
と
ス
ト
ー
ブ
の
前
か

ら
動
き
た
く
な
く
な
る
の
は
自

分
だ
け
で
は
な
い
は
ず
。

　
し
か
し
、
ス
ト
ー
ブ
を
使
う

時
に
は
火
災
に
気
を
付
け
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ス
ト
ー
ブ

の
近
く
に
物
を
置
か
な
い
な
ど

の
対
策
を
し
て
冬
を
迎
え
ま

し
ょ
う
。　
　
　
　
      （
K
）

※広報紙に掲載した写真を無料で提供していますので、ご希望

の方は総務課情報グループ（緯鰻２５１１）へご連絡ください。

なお、第三者の方へは提供できませんので、ご了承ください。




